
旧井川村で出会った「へ」 

長年、海外でフィールドワークをおこなって
きたが、感染症の蔓

まん

延
えん

により海外どころか県外
への出張も難しくなった。途方に暮れていたと
ころ、ある方言学者から旧井

い

川
かわ

村での調査を勧
められた。理由は、「井川のことばは静岡方言の
なかでも特殊であるし、井川のもっとも近くに
暮らす言語学者はおそらくあなただろう」とい
うものであった。ちなみに当該地域は、自宅か
ら車で2時間半、距離にすれば80キロメートルほ
どだ。決して近いとはいえない。いや、むしろ
遠い。
井川（静岡市葵

あおい

区）は、大井川の最上流域に
位置する山岳地帯である。文献調査を開始して
みると、既に40年前の論文に「消滅危機方言」
としるされている。近年、言語学者は立ち入っ
ていないようだ。かつては地理的に隔絶されて
おり、また井川ダム建設時には外部の人間が大
量に移り住んだため、特異な言語体系を有する
という。覚悟を決め、落石、崩落の危険が伴う
細い山道を運転し、旧井川村へと足を踏み入れ
ることにした。
わたしは井川方言をほとんど理解することが
できないが、わからないときには「それ、どう
いう意味ですか」と媒介語である共通語で指南
を仰ぐことができる。未知の言語を少しずつ紐

ひも

解
と

くフィールド言語学者から見れば夢のような
話かもしれない。
だが時に、それさえも困難な状況がある。そ
の一例をここで紹介したいと思う。ある日、村
の人に「ヘ、パシルダカ？」と聞かれた。井川

方言は動詞の語頭がP音になることがあるので、
「パシル」が「走る」の音韻変化したものだとい
うことはわかるが、肝心の「ヘ」がわからない。
脳内で漢字への変換を試みたものの、「屁

へ

」一択
である。ここでいう「屁」は腸の内容物が発酵
して生じたガスを意味するのだろうか、それと
も「屁でもない」に見られるような「価値のな
いもの」の意であろうか。どちらにしても意味
不明であるが、前者の可能性がある以上、「へっ
て何ですか」とは聞きづらい。わたしにも多少
の恥じらいは残されていた。このような場合、
「ヘ」が用いられる発話をさらに集め、意味を類
推する他ない。
その後、複数の用例を収集したわたしは、「ヘ」

が、ある時点までに動作をおこなうときに用い
る「もう」をあらわしているという理解に行き
着いた。山梨や長野、新潟の一部でも、この「へ
（へー）」は使用されており、新潟県田

た

上
がみ

町
まち

の方言
辞典には「へーきたかね（もう来ましたか）」とい
う例文まで出ている。ちなみに上記の「パシル」
は「帰る、行く、戻る」などを意味するので、
「ヘ、パシルダカ？」は「もう帰るのか？」とい
う意味であることがわかった。
このような類推を重ねつつ、未知の井川方言

を調査しているわけだが、これが最高に楽しい。
井川方言に古語の残存を見出したときなど、時
空を超えた広大な宇宙のロマンさえ感じてしま
う。これまで海外にばかり目を向けていたが、幸
せの青い鳥はすぐ近くにあったのだ。
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